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広報つしまの表紙を飾る写真や絵の募集・お誕生日おめでとうコーナー�
各種イベントの取材依頼など各種お問い合わせ・お申込み先は…�

【広報業務受託業者】　合資会社　厳原印刷所  広報担当�
　　　　　　　　　　　〒817-0012　対馬市厳原町日吉301�
　　　　　　　　　　　TEL0920-52-0665 FAX0920-52-4506�
　　　　　　　　　　　E-mail  izuin21-r@apricot.ocn.ne.jp

「広報つしま」が変わりました。�

牛島 和美さん� 阿比留 えり子さん�

　平成21年度より、対馬市広報業務を受託し「広報つしま」を作成する事になりました
（資）厳原印刷所と申します。市民の皆様に今まで以上に愛され、楽しく読んでいただ
くためにいろんな工夫をして「広報つしま」を作成していきたいと考えています。下段
に新コーナーの紹介をしていますが、市民の方々をどんどん掲載していこうと考えてい
ます。そこで「広報つしま」をより市民目線で作成するために広報リポーターを2名選

任しました。広報リポーター2名は主に「こうほうショッキング」を担当しますので、次に指名された方は、
是非快く取材にご協力ください。またその他にも「広報リポーター」は、あらゆるところに出没しますので今
後ともよろしくお願いいたします。�
　またその他、各種イベントの取材等には弊社専属の取材班が対馬各地を飛び回ります。「対馬市広報」と書
かれた腕章が目印です。今後とも「広報つしま」をよろしくお願いします。�

　表紙の写真＆絵を募集します。その月に合った内容の写真や絵ならOKです。
アマチュアカメラマン・絵を描く方々の作品の発表の場としてお使いください。ただし毎月1名様に限らせて
いただきます。
複数応募があった場合は、こちらで選考させていただきますのでよろしくお願いします。

　小学生までの児童・園児を対象に毎月お誕生日の子供達を写真入りで紹介していきます。
毎月20日までに翌月のお誕生日の子供達を募集していますので写真とコメントを記入してお申し込みくださ
い。枠に限りがありますので先着順とさせていただきます。
（記入用紙は弊社にお問い合わせください。）

対馬市民をあるテレビ番組のように…!?いろんな方々を毎月1名ずつ紹介していきます。
皆さん毎月どんな方が出るのか楽しみにしていてください。広報の輪を広げていきましょう。

「韓国に一番近い島」として一言韓国語＆英会話を毎月掲載していきます。
まずは…皆さんご存じかと思いますが、挨拶から…！！少しずつ難しくなっていきますが簡単な言葉から始
めていきますので、みなさんこの機会に韓国語と英会話に触れてみてはいかがですか？

■表紙の写真＆絵の募集�

■お誕生日おめでとう�

■こうほうショッキング�

■一言韓国語＆英会話�

新コーナーのご紹介�

広報リポーター紹介�

　市民スタッフの目線で、
「対馬」という玉手箱から
いろんな宝を探しだし、み
なさんに紹介できたらと思
っています。番組制作の経
験を経て、現在は市内のこ
ども園に勤務。新鮮な島ネ
タをお楽しみに！

　人との出会いが大好きで
す！対馬に住んで５年目。
まだ知らない素敵な対馬の
町・風景・自然、そして皆
さんに出会えるのを楽しみ
にしています。どうぞよろ
しくお願いします。

対
馬市広報�
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釧
路
勤
務
で
は
知
床
の
世
界
遺
産

に
関
連
す
る
こ
と
を
主
に
担
当
さ
れ

た
そ
う
で
す
ね�

　
知
床
は
海
と
陸
の
つ
な
が
り
も
世

界
的
に
評
価
さ
れ
て
い
て
、
鮭
が
あ

が
っ
て
熊
が
食
べ
る
こ
と
で
、
海
か

ら
来
た
栄
養
が
陸
の
生
態
系
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

知
床
半
島
の
先
端
部
は
全
部
世
界
遺

産
地
域
で
、
集
落
も
な
く
漁
業
者
の

番
屋
が
少
し
あ
る
程
度
。
熊
が
非
常

に
た
く
さ
ん
い
て
、
車
で
運
転
し
て

い
て
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

人
慣
れ
し
た
熊
も
出
て
き
て
い
て
、

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
自
然
を
守
る
こ
と
と
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
の
難
し
さ
も
あ
っ
た
の
で
は
？�

　
知
床
は
国
立
公
園
で
も
あ
る
の
で

す
が
、
国
立
公
園
は
、
保
護
と
利
用

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
、
皆
さ
ん
に

価
値
を
理
解
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

守
ろ
う
と
い
う
機
運
も
上
が
り
ま
せ

ん
。
利
用
者
の
影
響
で
荒
れ
て
し
ま

う
問
題
も
あ
り
、
地
元
の
山
岳
会
や

観
光
関
係
者
、
行
政
や
専
門
家
を
交

え
て
地
域
ル
ー
ル
な
ど
を
作
っ
た
り

し
ま
し
た
。�

�

　
北
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
国
境
の
島

へ
来
ら
れ
た
第
一
印
象
は
？�

　
対
馬
へ
来
た
の
は
今
回
初
め
て
。

大
陸
と
日
本
の
間
に
位
置
し
て
い
る

の
で
固
有
の
生
物
が
い
る
ん
だ
ろ
う

な
と
い
う
の
も
も
ち
ろ
ん
、
文
化
的

に
も
面
白
い
地
域
な
ん
だ
ろ
う
な
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
韓
国

に
近
い
島
と
い
う
の
も
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
対
岸
を
早
く
見
て
み
た
い

で
す
。�

釧
路
と
対
馬
で
は
植
生
が
大
き
く
違

い
、
釧
路
に
は
常
緑
広
葉
樹
も
な
い

で
す
か
ら
、
山
の
見
た
感
じ
も
違
い
、

今
の
時
期
は
若
葉
が
き
れ
い
で
す
ね
。�

�

　
環
境
省
に
入
省
さ
れ
た
き
っ
か
け

は
？�

　
一
番
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

の
は
、
大
学
に
入
っ
た
時
か
ら
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
所
属
し
て
山

を
登
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
大
学
３

年
の
学
部
選
択
の
時
、
林
学
を
専
攻

す
る
学
部
へ
。
そ
の
時
は
ま
だ
環
境

省
へ
、
と
い
う
考
え
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
４
年
の
こ
ろ
奥
深
い
山

だ
け
で
な
く
自
然
再
生
・
里
地
再
生

な
ど
の
身
近
な
自
然
に
つ
い
て
も
活

動
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。�

�

　
ご
実
家
は
丹
沢
山
地
の
山
が
ち
な

所
と
の
こ
と
で
す
が�

　
そ
れ
な
り
に
林
や
畑
な
ど
あ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
が
宅
地
化
さ
れ
て

い
く
の
を
見
て
、
子
供
心
に
悲
し
か

っ
た
で
す
ね
。
小
さ
い
頃
は
虫
捕
り

な
ど
し
て
遊
ん
だ
り
し
て
動
物
が
好

き
で
し
た
。
中
高
校
生
の
時
は
自
然

に
関
連
す
る
こ
と
は
何
も
し
な
か
っ

た
の
が
、
大
学
で
復
活
し
た
感
じ
で

す
。
山
登
り
を
通
じ
て
、
動
物
好
き

に
植
物
が
加
わ
っ
た
の
か
、
樹
木
医

な
ど
巨
木
の
診
断
に
も
興
味
を
も
っ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。�

�

　
対
馬
で
ま
ず
行
っ
て
み
た
い
と
こ

ろ
は
？�

　
や
っ
ぱ
り
御
嶽
、
白
嶽
な
ど
の
山

で
す
ね
。
釧
路
で
は
川
で
カ
ヤ
ッ
ク

を
し
て
い
た
の
で
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

も
面
白
そ
う
。
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
な

ど
渡
り
鳥
も
来
る
よ
う
な
の
で
、
そ

れ
も
楽
し
み
で
す
。�

★ ★ ★ ★
★
★

★
★
★
★

★
★

★
★

★
★
★
★

★
★
★★★★★★★★

★

★
★
★
★
★

★
★
★
★ ★ ★ ★★ ★ ★ ★

★
★

★
★
★
★

★
★

★
★

★
★
★
★

★
★
★★★★★★★★

★

★
★
★
★
★

★
★
★
★ ★ ★ ★

Koho shocking

毎
回
、
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
次
の
方
を�

　
　
　
　
　
ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。�

次
回
は
上
県
町
佐
須
奈
に
お
住
ま
い
の
獣
医
師�

越
田
雄
史
さ
ん
で
す
。
お
楽
し
み
に
。�

神奈川県伊勢原市出身　２８歳�
 大学院卒業後、環境省に入省。霞ヶ関の本省で１年�
  間勤務ののち北海道釧路へ転勤。２年間の勤務では�
 知床の世界遺産に関連する業務を主に担当。今年４月�
から対馬野生生物保護センターに勤務。�

環境省　対馬自然保護官事務所�
対馬野生生物保護センター�

対馬自然保護官�

水 進介さん�

※
注
1

※
注
1
 
番
屋
…
漁
民
が
漁
場
の
近
く
の
海
岸
線
に
作
る
作
業
場
兼
宿
泊
施
設
の
こ
と
。
�

た
ん  

ざ
わ�

さ
け�
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まるごと�

　
上
県
町
佐
須
奈
で
、
3
月
15

日
、
社
会
福
祉
協
議
会
上
県
支

所
主
催
に
よ
る
空
き
缶
清
掃
が

行
わ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
や
民
生
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
含
め
て
約
40
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
で
3
回

目
と
な
る
こ
の
空
き
缶
清
掃
事

業
は
毎
年
3
月
に
行
わ
れ
て
お

り
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分

金
事
業
の
一
環
で
清
掃
活
動
を

通
し
て
地
域
の
環
境
美
化
に
対

す
る
意
識
や
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
清
掃
区
間
は
、
佐
須
奈
の
ど

う
坂
付
近
か
ら
仁
田
地
区
に
か

け
て
の
国
道
沿
い
で
、
こ
の
日

は
2
t
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
と
軽

ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
の
ゴ
ミ
が
集

め
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協

議
会
上
県
支
所
は
、
少
し
で
も

対
馬
市
民
に
、
環
境
美
化
に
対

す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
え
る

様
、
今
後
も
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　
上
対
馬
町
五
根
緒
地
区
で
、

3
月
27
日
、
五
根
緒
ト
ン
ネ
ル

貫
通
式
が
行
わ
れ
、
市
長
を
は

じ
め
、
地
区
の
住
民
、
工
事
施

工
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
し
、

ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
を
祝
い
ま
し

た
。五

根
緒
漁
港
か
ら
市
道
ど
う

坂
線
に
繋
が
る
市
道
五
根
緒
線

は
、
幅
員
が
3
ｍ
〜
4
ｍ
程
で
、

急
カ
ー
ブ
急
勾
配
の
連
続
し
た

道
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
五

根
緒
漁
港
関
連
道
整
備
工
事
の

一
環
で
、
五
根
緒
地
区
か
ら
舟

志
を
結
ぶ
道
路
を
整
備
す
る
た

め
に
行
わ
れ
て
お
り
、
工
事
区

間
全
体
の
長
さ
は
2
9
2
0
ｍ

で
、
こ
の
う
ち
9
3
0
ｍ
は
現

在
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
貫
通
し
た
ト
ン
ネ
ル
は
、

平
成
20
年
9
月
29
日
に
着
工
さ

れ
、
平
成
21
年
11
月
2
日
完
成

予
定
で
す
。
車
道
幅
員
5
・
5

ｍ
、
全
長
1
4
4
ｍ
と
な
っ
て

お
り
、
供
用
開
始
は
平
成
24
年

度
末
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
が
完
了
す
る
と
、
距

離
は
9
4
1
ｍ
、
時
間
に
し
て

約
3
分
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　
五
根
緒
地
区
の
住
民
は
、
こ

の
道
路
が
開
通
す
る
と
、
通
勤

・
通
学
が
便
利
に
な
り
、
道
も

良
く
な
る
た
め
、
開
通
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
4
月
8
日
、
島
内
の
高
校
で

一
斉
に
入
学
式
が
行
わ
れ
、
今

年
は
島
内
3
校
あ
わ
せ
て

3
0
1
名
が
高
校
生
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。
長
崎
県
立
上

対
馬
高
等
学
校
で
は
、
男
子
30

名
と
女
子
21
名
、
合
わ
せ
て
51

名
が
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　
入
学
式
は
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
演
奏
と
、
在
校
生
ら
に
よ

る
拍
手
に
出
迎
え
ら
れ
ス
タ
ー

ト
し
、
式
辞
で
は
、
富
永
　
享

校
長
が
「
自
分
で
つ
と
め
励
む

自
彊
、
自
分
の
力
で
わ
が
ま
ま

を
お
さ
え
る
自
律
、
自
分
自
身

を
観
察
し
反
省
す
る
自
称
。
そ

の
3
つ
の
柱
を
忘
れ
ず
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
と
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　
真
新
し
い
制
服
、
新
し
い
友

人
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
希
望

や
決
意
を
胸
に
、
新
入
生
51
名

の
、
新
た
な
学
校
生
活
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

五
根
緒
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
貫
通
式

上
対
馬
高
校
入
学
式

と
み
な
が
　
　
と
お
る

じ
き
ょ
う
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ウ
ニ
漁
最
盛
期

恵
比
須
大
明
神
祭
と

港
ま
つ
り

　
峰
町
の
佐
賀
地
区
で
、
４
月

9
日
か
ら
ウ
ニ
漁
が
始
ま
り
ま

し
た
。
毎
年
、
対
馬
島
内
で
は
、

干
潮
の
3
月
下
旬
か
ら
5
月
上

旬
に
か
け
て
ウ
ニ
漁
が
開
始
さ

れ
、
佐
賀
地
区
は
、
昨
年
よ
り

2
週
間
遅
い
口
あ
け
と
な
り
ま

し
た
。

　
峰
町
の
新
井
勝
則
さ
ん
も
ウ

ニ
漁
を
終
え
、
自
宅
の
作
業
場

で
ウ
ニ
を
割
る
作
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
普
段
は
さ
ざ
え

や
ア
ワ
ビ
漁
を
し
て
い
る
新
井

さ
ん
は
、
ウ
ニ
漁
で
忙
し
く
な

る
こ
の
時
期
、
母
の
邦
子
さ
ん

の
ウ
ニ
割
り
の
作
業
を
手
伝
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
邦
子
さ
ん
は
5
時

間
ほ
ど
か
け
て
、
テ
ボ
2
杯
の

紫
ウ
ニ
を
獲
り
ま
し
た
。
今
年

の
ウ
ニ
は
、
昨
年
に
比
べ
小
さ

く
身
が
少
な
い
が
、
例
年
並
み

の
水
揚
げ
だ
と
漁
業
関
係
者
は

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
丁
寧
に
身
を
取
り
出
し
、
瓶

に
詰
め
ら
れ
た
ウ
ニ
は
、
直
売

さ
れ
る
他
に
、
島
外
に
住
む
家

族
に
送
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
3
月
29
日
、
豊
玉
町
漁
協
位

之
端
出
張
所
と
荷
捌
き
所
落
成

式
が
、
漁
協
関
係
者
を
は
じ
め
、

県
や
市
の
担
当
者
ら
、
お
よ
そ

50
人
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
大
漁
や
航
海
の

安
全
を
祈
願
す
る
金
毘
羅
祭
り

に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
た
め
、

位
之
端
地
区
に
所
属
す
る
お
よ

そ
30
隻
の
漁
船
は
大
漁
旗
を
掲

げ
、
落
成
式
に
花
を
添
え
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
小
学

生
ら
に
よ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」

の
披
露
や
、
も
ち
ま
き
も
あ
り

地
区
を
あ
げ
て
新
し
い
施
設
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
　

　
漁
協
は
、
燃
油
高
騰
や
魚
価

低
迷
な
ど
厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
新
し
い
出
張
所
が
、
地

域
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

役
割
を
担
い
、
荷
捌
き
所
の
完

成
に
よ
っ
て
、
組
合
員
の
所
得

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
豊
玉
町
の
千
尋
藻
地
区
で
、

4
月
8
日
、
恵
比
須
大
明
神
祭

と
港
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
千
尋

藻
地
区
漁
船
団
に
所
属
す
る
漁

師
や
千
尋
藻
地
区
の
住
民
な
ど
、

約
1
0
0
名
が
公
民
館
に
集
ま

り
、
来
賓
祝
辞
や
演
芸
の
披
露

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
恵
比

須
大
明
神
祭
と
港
ま
つ
り
は
、

千
尋
藻
地
区
漁
船
団
に
所
属
す

る
漁
船
の
、
航
海
の
安
全
と
大

漁
を
願
う
た
め
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
大
漁
旗
を
掲
げ
た
約
50
隻
の

船
団
は
、
沖
合
で
、
漁
業
の
神
・

水
難
除
け
の
神
と
し
て
、
日
本

で
古
代
か
ら
信
仰
さ
れ
て
き
た

恵
比
須
様
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
昨
年
と
一
昨
年
は
、
悪
天

候
の
た
め
中
止
さ
れ
た
こ
の
漁

船
パ
レ
ー
ド
で
す
が
、
今
年
は

天
候
に
恵
ま
れ
、
無
事
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
漁
船
パ
レ
ー
ド
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
、
千
尋
藻

地
区
の
住
民
達
、
そ
し
て
、
パ

レ
ー
ド
に
参
加
す
る
漁
船
に
乗

船
し
た
乙
宮
小
学
校
の
5
・
6

年
生
の
児
童
た
ち
は
、
普
段
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
約
50
隻

の
漁
船
が
列
を
組
ん
で
走
行
す

る
姿
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
公
民
館
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、

今
年
の
漁
業
の
成
功
を
願
い
、

恵
比
須
様
に
向
か
い
、
再
度
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。

位
之
端
出
張
所
と

　
荷
捌
き
所
落
成
式
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厳
原
交
番
開
所
式

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
が

　
　
　
2
便
に
増
便

美
津
島
町
女
護
島
に

　
「
ふ
じ
丸
」
入
港

　
４
月
３
日
、
美
津
島
町
女
護

島
に
豪
華
客
船
「
ふ
じ
丸
」
が

入
港
し
ま
し
た
。

　
ふ
じ
丸
は
、
総
ト
ン
数
2
万

3
千
2
百
35
ト
ン
、
全
長

1
6
7
メ
ー
ト
ル
、
幅
24
メ
ー

ト
ル
、
船
客
定
員
は
、
1
6
3

室
6
0
0
名
に
及
ぶ
日
本
初
の

大
型
豪
華
客
船
で
す
。

　
徳
島
県
小
松
島
港
か
ら
対
馬

を
経
由
後
、
韓
国
釜
山
へ
向
か

い
、
再
び
小
松
島
港
へ
戻
る
３

泊
４
日
の
ク
ル
ー
ズ
で
す
。

　
ふ
じ
丸
船
内
で
行
わ
れ
た
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
乗
船
客

の
代
表
者
へ
花
束
や
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
齊
藤
勝
行
副
市
長
が

「
国
境
の
島
対
馬
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
対
馬
の
歴
史
観
光

セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
乗
船
客

は
、
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
で
対
馬

へ
上
陸
し
て
、
万
松
院
や
和
多

都
美
神
社
な
ど
対
馬
の
名
所
巡

り
を
楽
し
み
、
こ
の
日
の
夕
方
、

次
の
目
的
地
、
韓
国
釜
山
へ
向

か
い
ま
し
た
。

　
燃
油
価
格
の
高
騰
や
利
用
客

の
減
少
な
ど
が
原
因
で
、
平
成

20
年
11
月
5
日
か
ら
1
便
体
制

の
運
航
と
な
っ
て
い
た
ジ
ェ
ッ

ト
フ
ォ
イ
ル
が
、
平
成
21
年
4

月
1
日
か
ら
増
便
し
、厳
原
港
発

着
の
2
便
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
便
体
制
に
戻
り
、
初
め
て

の
運
航
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、

55
人
が
午
前
7
時
55
分
発
の
博

多
行
き
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
を

利
用
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
の
中
に
は
、
島
内
外

か
ら
の
転
校
や
転
勤
、
ま
た
対

馬
へ
の
里
帰
り
を
終
え
島
外
へ

帰
省
す
る
人
な
ど
も
お
り
、
利

用
者
以
外
に
も
見
送
り
に
来
た

人
々
で
港
が
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
地
域
安
全
を
守
る
べ

く
、
厳
原
町
今
屋
敷
に
、

厳
原
交
番
が
完
成
し
ま

し
た
。
4
月
2
日
、
交

番
の
完
成
を
祝
い
開
所

式
が
行
わ
れ
、
対
馬
南

警
察
署
の
関
係
者
や
地

区
住
民
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
対
馬
南
警

察
署
石
見
屋

力
署
長

が
「
今
後
の
地
域
の
安

全
セ
ン
タ
ー
と
し
て
皆

さ
ん
の
期
待
に
答
え
る

為
、
努
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
厳
原
交
番
は
、
旧
小

浦
交
番
を
現
在
地
に
新
築
移
転

し
た
も
の
で
、
こ
の
移
転
に
伴

い
、
名
称
も
新
た
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
階
の
外
観
は
石
づ
く
り
に

な
っ
て
お
り
、
会
議
室
や
相
談

室
な
ど
旧
小
浦
交
番
に
比
べ
ゆ

と
り
の
あ
る
設
計
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
厳
原
町
の
繁
華
街
に
建
て
ら

れ
た
こ
の
厳
原
交
番
は
、
今
後
、

地
域
安
全
を
見
守
る
為
の
拠
点

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

い
わ

み

や
　

つ
と
む
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　朝日新聞社と（財）森林文化協会が人々の暮らしによって育ま
れたすこやかで美しい里を選ぶ「にほんの里100選」に厳原町豆
酘が選ばれました。暮らしが生み出した特色ある「景観」、かつ
て里でよく見かけた動植物が今もすこやかに生息し、生育・生
息環境の再生を試みる「生物多様性」、景観や生き物を支え、
里のめぐみを生かす暮らしを営み、そうした暮らしを築き持続
させようとする人々の「人の営み」を基準に選定され、全国か
ら4,474件の応募がありました。
　豆酘地区は、海士による潜水漁や赤米栽培、神事の伝承など
古くから伝わる文化を残し、里山を利用した養蜜、在来種ソバ
の栽培も盛んな地区で、暮らしによって育まれてきたぬくもり
を漂わせる地域全体の雰囲気の良さが評価されました。

　国土交通省が４月10日、島の暮らしや人々の営みがわ
かり『島の宝』として、次世代に引き継ぎたい島の景観
として「島の宝100景」を選定しました。全国一般の人か
ら計547件の応募があり対馬の「ツシマミツバチ・蜂洞」
と「鰐浦地区のヒトツバタゴ」が選ばれました。
　同省が全国26都道府県にある96離島の自然や生活の風
景を、観光PRにつなげてもらいたいと企画されたもので、
選定された100景については、認定証が発行されます。

にほんの里100選に「厳原町豆酘」が　

島の宝100景に「鰐浦地区のヒトツバタゴ」などが

伝承される豆酘の赤米神事�

■スタッフの紹介

○武末祥人所長（写真中央）
　1960年4月26日生まれ。豊小学校、豊中学校、上対馬高校卒業。1979年より旧上対馬町役場
に勤務。教育委員会、税務、観光、行財政改革などの業務を経て現職。初めての島外暮らし！（カ
ルチャーショック多々あり）。この春、大学に入学した娘と二人暮し。家では朝食担当。早く
帰宅した日は、二人で夕食を作る。休日は、娘と二人、自転車で近所を探索している。

○阿比留忠明
　1966年5月18日生まれ。浦浜小学校、鴨居瀬中学校、佐世保高専を経て長崎ウエスレヤン
短期大学卒業。ハワイで1年間の留学経験あり。1991年より旧美津島町役場に勤務。有線テレ
ビ、税務、環境衛生などの業務を経て現職。初めての福岡暮らし、初めての単身赴任生活。フ
ライパンひとつでどこまでやれるか奮闘中。

○早田優子
　1974年8月12日生まれ。厳原小学校、厳原中学校、対馬高校、兵庫教育大学卒業。印刷会社、
出版社、編集プロダクションで、編集者・ライターとして経験を積んだ後、フリーランス。
2008年4月にＷＥＢサイト『対馬の樹』を開設し、7月に「対馬市応援団」のメンバーに認定さ
れる（現在は休止中）。ブログ「対馬市福岡事務所レポート」担当。実家は美津島町尾崎にあり、
たまに帰って美味しいものを食べたり飲んだり、海や山で遊ぶ。

�
〒812-0011  福岡市博多区博多駅前2丁目12-26福岡Dビル11F�
TEL/092-481-6411�
ブログ/『対馬市福岡事務所レポート』　http://tsjfuk.exblog.jp/�
スタッフ/武末祥人・阿比留忠明・早田優子�
�

対馬市福岡事務所�
レポート�

　2009年4月10日、福岡市博多区博多駅前に対馬市福岡事務所がオープン
しました。メンバーは、武末祥人、阿比留忠明、早田優子の3名で、福岡をはじ
めとする北部九州圏域を対象に、対馬の観光・物産のPRや企業誘致、情報収
集などを行ってまいります。�
　現在（4月中旬時点）の主な業務は、福岡のメディア、旅行、流通などの企業
との情報交換や広報活動です。また、秋からの本格稼動に向けて、福岡事務所
の事業コンセプトや計画を練っているところです。リアルタイムの状況につ
いては、ブログ「対馬市福岡事務所レポート」をどうぞご覧ください。�

たけすえよしと

あ び る ただあき

そ う だ ゆ う こ

〈お知らせ〉�
　6月号より、福岡事務所のスタッフが福岡
で触れた対馬の素敵なものや人などを紹介
する「スタッフおすすめ！福岡で見つけた“対
馬のいいもの”」という連載をスタートします。
取材して欲しい人や場所などありましたら、
お知らせください。みなさまからの情報をお
待ちしています。

■この春、対馬市福岡事務所がオープン！�
�
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　ジェットフォイル減便に関する、上対馬町での説明会の折りに、北部対馬航路の改善を求める多くの意見が
出されました。このような意見を正確に把握し、航路運航事業者に改善を求めていくために、上対馬町、上県
町の市民の皆さんにご協力いただき、「北部対馬航路に関するアンケート調査」を実施し、その集計結果がま
とまりましたので、お知らせします。今回の結果を踏まえて、北部対馬航路の改善に向け、対馬市航路対策協
議会に諮り、航路運航事業者との協議を進めていくこととしています。
※アンケート結果は、広報誌の紙面上、特に市民の皆さんにお知らせしたい項目を掲載しています。
　また、全アンケートの集計結果は、６月中に対馬市ホームページでの公表及び市役所地域再生推進本部、各
　地域活性化センター窓口で閲覧ができます。

運航時間が長すぎる

運航時間帯が悪い

他のフェリーと比べて
乗り心地が悪い

運賃が高い

欠航や遅延が多い

乗客定員や貨物積載量が少ない

今のままで不自由は感じない

フェリーの高速化

運航時間の変更

運賃の値下げ

フェリーの大型化

フェリーの乗り心地の改善

現状のままでよい

その他

■平成20年１月～12月までの本土への旅行について�

■「フェリーげんかい」について�

○　フェリーげんかいの現状について思うこと� ○　現在のフェリー航路の改善について要望したいこと�

0% 0% 20% 40% 60%20% 40% 60%

58.0%

36.9%

29.2%

17.3%

10.9%

2.5%

1.4%

48.2%

63.5%

31.4%

29.4%

21.2%

8.3%

3.0%

対馬空港～福岡空港間の
飛行機

比田勝～厳原～博多間の
ジェットフォイル

比田勝～博多間の
「フェリーげんかい」

厳原～博多間の
ジェットフォイル

対馬空港～長崎空港間の
飛行機

厳原～博多間の
「ニューつしま」、「フェリーちくし」

図　一番多く利用した交通手段�

0%

37.6%

33.0%

9.2%

6.5%

9.0%

4.6%

20% 40% 60% 80%

全体（n=1208）�

全体1546 全体1546

複数回答（3つまで）� 複数回答（2つまで）�

フェリーの高速化、運航時間の変更を

回答数は、1,546件、回収率は42.8％（上対馬町、上県町の全世帯3,614件に配布）

アンケート結果�

○現状（問題点）として、『運航時間が長すぎる』『運航時間帯が悪い』が５割を越えて多く、運賃に対
する問題意識は比較的低い。�
○利用したい運航時間帯については、博多発は22～23時台と現在の運航時刻と変わらないが、比
田勝発は13時発、8時発のニーズが高く、現在の15時台発よりも、早い出航時間が望まれている。�
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【問い合わせ】�
　対馬市　長寿支援課　☎0920－58－1117�
　または、長崎県後期高齢者医療広域連合　☎095－816－３９３０�

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料について�

平成20年度に保険料軽減措置�
（均等割8.5割及び所得割5割軽減）の対象となり、�

10月以降、保険料のお支払いが�
中断されている方などへのお知らせ�

○比田勝～博多間のジェットフォイル運航をして欲しい。�
○週何回か、ジェットフォイル運航をして欲しい。�
○フェリーの高速化をして欲しい。�
○日帰りできる時間帯に運航して欲しい。�
○ＪＲビートル（博多～釜山間ジェットフォイル）の寄港など、複数事業者による運航体制
　の確保をして欲しい。�

20%

15%

10%

5%

0%

1�
時�

2�
時�

3�
時�

4�
時�

5�
時�

6�
時�

7�
時�

8�
時�

9�
時�
10�
時�
11�
時�
12�
時�
13�
時�
14�
時�
15�
時�
16�
時�
17�
時�
18�
時�
19�
時�
20�
時�
21�
時�
22�
時�
23�
時�

0�
時�

比田勝発�
福岡着�
福岡発�
比田勝着�

現在比田勝�
15:05発�

現在博多�
22:30発�

自由意見�
�

平成21年度の保険料は、平成21年7月から口座振替又は納付書等によりお支払いいただくこ
とになりますが、10月以降のお支払い方法は、以下の2通りの方法からお選びいただけます。�
※年金の受給額が年額18万円未満の方や長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料と介護
　保険料の合計額が年金受給額の2分の1を超える方は、10月以降も納付書等によりお支払い
　いただきます。�
�

又は�

※ 該当される方には、お知らせのチラシなどを送付いたしますので、ご確認ください。�

年金からの�
お支払い�

口座振替での�
お支払い�

○　利用したい運航時間帯�
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公民館名�

�

講座名�

韓 国 料 理 講 座 �

お菓子作り講座�

よ く ば り 講 座 �

レディース学級�

パ ン 作 り 講 座 �

革 細 工 講 座 �

野 草 茶 講 座 �

木 工 細 工 講 座 �

陶 芸 講 座 �

乗 馬 体 験 �

出 前 講 座 �

�

パ ソ コ ン 講 座 �

布ぞうりづくり講座�

パッチワーク講座�

木 工 細 工 講 座 �

竹 細 工 講 座 �

パ ン 作 り 講 座 �

書 道 講 座 �

陶 芸 講 座 �

洋 裁 講 座 �

書 道 講 座 �

健 康 体 操 講 座 �

菊 づ く り 講 座 �

英 会 話 講 座 �

男 の 料 理 講 座 �

郷 土 料 理 講 座 �

郷 土 史 講 座 �

陶 芸 講 座 �

舞 踊 講 座 �

�

�

回数�

7回�

7回�

　�

　�

7回�

7回�

7回�

7回�

7回�

8回�

�

�

6回�

6回�

6回�

6回�

7回�

4回�

6回�

7回�

7回�

7回�

7回�

7回�

8回�

3回�

3回�

8回�

8回�

10回�

定員�

15名�

15名�

15名�

�

25名�

5名�

20名�

20名�

25名�

8名�

�

�

10名�

15名�

15名�

12名�

12名�

12名�

20名�

10名�

10名�

15名�

20名�

10名�

20名�

12名�

15名�

10名�

10名�

12名�

備　考�

材料費等受講者負担あり�

材料費等受講者負担あり�

材料費等受講者負担あり�

�

材料費等受講者負担あり�

材料費等受講者負担あり�

材料費等受講者負担あり�

材料費等受講者負担あり�

材料費等受講者負担あり�

現地集合�

�

�

（エクセル中級）�

布は各自準備して下さい�

布は各自準備して下さい�

�

材料費等受講者負担あり�

�

�

初回材料費5,000円程度�

材料代は個人負担�

材料代は個人負担�

材料代は個人負担�

材料代は個人負担�

初心者向け。�

�

�

初級コース。一般成人対象�

申込期限�

5月29日�

5月29日�

5月29日�

�

5月29日�

5月29日�

5月29日�

5月29日�

5月29日�

5月29日�

�

�

5月28日�

8月10日�

8月25日�

6月20日�

6月20日�

6月20日�

6月20日�

5月30日�

5月30日�

5月30日�

5月30日�

5月30日�

6月19日�

6月5日�

7月3日�

9月18日�

9月18日�

6月30日�

上対馬地�
区公民館�

上県地区�
公民館�

峰地区�
公民館�

豊玉地区�
公民館�

美津島地�
区公民館�

厳原地区�
公民館�

豆酘地区�
公民館�

講師名�

　　順　禮�

宮　原　千　春�

 �

 �

八　島　展　代�

佐　伯　　　繁�

末　波　エ　ツ　子�

岩　佐　幸　雄�

日　高　光　博�

永　嶋　建　一　郎�

�

�

公　民　館　職　員�

永　留　　　中�

横　瀬　正　子�

阿　比　留　恭　二�

阿　比　留　貞　嗣�

八　島　展　代�

築　城　恵　彦�

山　 　一　宏�

桐　谷　ミ　ヨ　子�

田　中　十　四　雄�

田　中　次　子�

斉　藤　義　一�

ローズ・ジョー（ALT）�

食生活改善推進委員�

食生活改善推進委員�

小　島　武　博�

梅　野　正　博�

藤　　恵　美　子�

�

チョ 　　　　　   スン　   　レ�

�

材料費等受講者負担あり�
＊初心者優先�

材料費等受講者負担あり�
＊初心者優先�

魚のおろし方等。一般男性対象�
材料代1回につき300円必要。�

対馬の郷土料理。一般成人対象�
材料代1回につき300円必要。�

＊初心者対象。�
材料代2,000円必要。�

魚のさばき方・メタボ教室等毎回違う講座を開催�
６月～８月（月１～２回）　午後か夜の２時間�

体験してみたい講座がありましたら開設いたしますのでお申し出ください。�
（定員１５名程度で２講座）�

コーラス（自主講座）がはじまりました。申し込みは公民館へ�

開催予定時間�

19：30～21：30�

9：30～11：30�

�

�

13：00～16：00�

19：30～21：30�

10：00～16：00�

10：00～12：00�

19：30～21：30�

13：00～16：00�

�

�

19：30～21：30�

19：30～21：30�

19：30～21：30�

19：00～21：00�

19：00～21：00�

13：00～16：00�

19：00～21：00�

19：30～21：30�

9：30～11：30�

19：30～21：30�

13：30～15：30�

10：00～12：00�

19：00～21：00�

19：00～20：30�

10：30～13：00�

10：00～12：00�

19：00～21：00�

19：30～21：00

開催場所�

上対馬総合センター�

上対馬総合センター�

�

�

上県地区公民館�

上県地域活動所さわやか�

上県地区公民館�

や ま ね こ 工 房 �

や ま ね こ 工 房 �

馬事公園（目保呂ダム）�

�

�

峰地区公民館 視聴覚室�

峰地区公民館 講座室�

峰地区公民館 講座室�

ふ れ あ い 工 房 �

豊玉地区公民館�

豊玉地区公民館�

豊玉地区公民館�

美津島地区公民館�

美津島地区公民館�

美津島地区公民館�

美津島地区公民館�

美津島地区公民館�

対馬市交流センター�

対馬市交流センター�

対馬市交流センター
�

史跡巡り（現地集合）�

対馬市交流センター�

豆酘地区公民館�

�

�

3階　会議室�

3階　調理実習室�

3階　生活実習室�

3階　調理実習室�

各地区で10名程度、何でもチャレンジしてみませんか?まとまれば、2講座まで開設いたしますので�
お申し出下さい。�

（月1～2回・木曜日）�

（月1～2回・水曜日）�

�

�

（隔週水曜日）�

（隔週金曜日）�

（月1～2回）�

（第2、4日曜日）�

（毎週火曜日）�

（毎週土曜日）�

�

�

（毎週金曜日）�

（毎週金曜日）�

（毎週水曜日）�

（毎週1回）�

（毎週1回）�

（毎週土曜日）�

（隔週1回）�

（毎週火曜日）�

（毎週木曜日）�

（毎週木曜日）�

（毎週水曜日）�

（毎週日曜日）�

（毎週火・木曜日）�

�

�

（毎週土曜日）�

開催予定期間�

6月～8月�

6月～8月�

�

�

6月～9月�

6月～9月�

6月～11月�

6月～10月�

6月～10月�

6月～8月�

�

�

6月5日～�

8月21日～�

9月2日～�

8月～9月�

9月～10月�

7月～8月�

7月～9月�

6月～8月�

6月～8月�

6月～8月�

9月～11月�

6月～8月�

平成21年7月�

平成21年6月�

平成21年7月�

平成21年10月～12月�

平成21年10月～12月�

平成21年7月～9月�



対馬市行事予定表

17�

20�

22�

23�

24�

27�

28�

30�

31�

3�

5�

10�

13

５月

６月

日�

水�

金�

土�

日�

水�

木�

土�

日�

水�

金�

水�

土�

対馬市議会議員一般選挙投票日�

無料法律相談�

美津島町小学校体育大会�

乾しいたけ品評会�

久田小学校・金田小学校運動会�

無料法律相談�

対馬・壱岐親善ゲートボール大会�

2009年度日韓市民ビーチクリーンアップ（～31日）�

厳原北小学校・大調小学校・比田勝小学校運動会�

無料法律相談�

国境マラソンIN対馬 参加申込締切日�

無料法律相談�

あじさい祭・パラグライディング大会（～14日）�

�

対馬市総合福祉保健センター�

鶏鳴小学校運動場�

対馬市交流センター�

各小学校運動場�

対馬市交流センター�

豊玉町ゲートボール場�

対馬市内�

各小学校運動場�

峰町保健福祉センター�

�

豊玉町福祉センター�

上県町佐護�

行 事 内 容 � 場 　 所 � 今日は何の日？�

自然保護の日�

ローマ字の日�

�

キスの日�

�

百人一首の日�

花火の日�

ゴミゼロの日・環境美化の日�

世界禁煙デー�

ムーミンの日�

世界環境デー�

時の記念日／ミルクキャラメルの日�

小さな親切の日�

11 広報つしま

■ごみ減量化・リサイクル推進週間（5/30～6/4）　■禁煙週間（5/31～6/6）�

１．受付期間：５月中旬から各地区公民館の申込期限日まで
２．受付時間：午前９時から午後５時まで（時間外は受付けません。）
３．受講資格：対馬市内に在住又は勤務する人であればどなたでも受講可能です。
４．受 講 料：受講料は無料です。但し、材料費・教材費は受講者の負担とします。
５．申込方法：電話か受講申込書に記入のうえ、FAX又は講座を受講する地区公民館窓口へ直接
　　　　　　　お申し込み下さい。各地区公民館、定員になり次第、申込を締め切らせていただ
　　　　　　　きます。
６．備　　考
　　①受付は、本人、又は、家族の方の
　　　み受け付けます。
　　②受講申込者が少ない時は、その講
　　　座を中止することがあります。
　　③どの地区公民館の講座も受講でき
　　　ますが、申込み先は各講座を実施
　　　する公民館のみとします。
　　④講座内容について詳しく知りたい
　　　方は、受講を希望する地区公民館
　　　にお問い合わせ下さい。
　　⑤講師又は、会場の都合で講座の開
　　　催日及び時間を変　　　更する事
　　　がありますのでご了承下さい。
　　⑥受講講座数は、一人３講座までと
　　　します。

平成21年度  公民館講座  募集案内�平成21年度  公民館講座  募集案内�

対馬市地区公民館講座受講申込書�

　　　　　講座を受講したいので、申し込みいたします。�

　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日�

住　　所　　対馬市　　　　　　町　　　　　番地�

氏　　名�

電話番号�
公   民   館   名　　       　　　 地区公民館�

受講希望講座名�

今年度の公民館講座の募集を開始します。�今年度の公民館講座の募集を開始します。�

申込受付場所（公民館名）�

対馬市上対馬地区公民館�

対馬市上県地区公民館�

対馬市峰地区公民館�

対馬市豊玉地区公民館�

対馬市美津島地区公民館�

対馬市厳原地区公民館�

      申込受付先住所�

〒817-1701�
対馬市上対馬町比田勝575-1�
�〒817-1602�
対馬市上県町佐須奈甲567-3�
〒817-1301�
対馬市峰町三根451�
〒817-1201�
対馬市豊玉町仁位370�
〒817-0322�
美津島町　知甲1287-1�
〒817-0013　�
対馬市厳原町中村644

受付FAX番号�

86-3937�

84-2584�

88-2161�

58-1067�

54-4046�

52-0333

受付電話番号�

86-3052�

84-2576�

83-0151�

58-0062�

54-4044�

52-0363

※各地区公民館では、多くの自主サークル活動が行われております。興味のある方はお気軽におたずねください。�

＜受付場所及び連絡先＞�
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個別健診受診可能医療機関    �
　・吉田内科医院　　　・すとう内科医院　　・畑島医院　　　   ・東島医院　　　・ことう診療所　�
   ・豊玉診療所　　　   ・仁田診療所　　      ・佐賀診療所（特定健診のみ）          ・いづはら病院　　�
   ・中対馬病院　　　　・上対馬病院�

�

個別健診とは・・・？？？    �
　6月～１２月まで、自分の都合によい日に最寄りの医療機関（下記の医療機関のみ）で特定健診、
がん検診を受けることができる健診です。昨年まで厳原町時代からの継続で厳原市街地地域で実施
されていました。�

◆国民健康保険の方々へ◆��
　個別健診で特定健診を受けましょう! 

健　康　保　健　課　 ☎０９２０－５８－１１１６�
南福祉保健センター ☎０９２０－５２－４８８８�
北福祉保健センター ☎０９２０－８４－２３１３�

■問い合わせ■�

1�
�
2�

3�

4

特定健診�
�

胃がん検診�

肺がん検診�

大腸がん検診�

種　　類�

計�

健診にかかる�
　 料　金�

　あなたが�
負担する料金�

11,000円�
�

11,500円�

1,500円�

2,000円�

26,000円�

�

無料�
�

2,000円�

300円�

500円�

2,800円�

�

※受診券発行対象者：年度末現在４０歳以上７５歳未満�

それから、今年で４年目の『節目健診』も６月から始まります。�
対象者の方には個別通知します。詳しくはその通知書に記載して�
あります。６月号にも掲載します。�

青い紙の『受診券』が５月末に国民健康保険の方へ郵送されます。�
「特定健診」を受けるときに必ず必要です。なくさないように大切�
に保管してください！�

今年から対馬全域で個別健診を受けることができるようになりました。�

胃カメラ�

Ｘ線間接撮影�

便検査�

↑希望する検査のみ受診できます�

�

身体･血圧測定、尿・血液検査�
診察（心電図・眼底検査）�

内      容�
�

個別健診の申込はどこに住んでても「個別健診コールセンター」へ！�

☎：０９２０－５８－２１２１  (医療機関で直接申込もできます）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　※後期高齢者の方も受診することができます。�

タク
トからのお願い！
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��������

■
試
験
種
目

　
網
猟（
網
）、わ
な
猟（
わ
な
）、

　
第
１
種
銃
猟
（
装
薬
銃
）、第

　
２
種
銃
猟（
空
気
銃
）

■
受
験
資
格

　
20
歳
以
上
で
覚
醒
剤
等
の
中

　
毒
者
で
な
い
者
。

　
狩
猟
免
許
の
取
消
等
の
処
分

　
を
受
け
た
場
合
は
、
処
分
を

　
受
け
て
か
ら
３
年
を
経
過
し

　
て
い
る
者
。

■
１
次
試
験

　
６
月
19
日（
金
）

　
　
　〈
美
津
島
地
区
公
民
館
〉

■
試
験
科
目
及
び
時
間

　
▼
受
　
　
付
　
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
〜
９
時
50
分

　
▼
知
識
試
験
　
10
時
00
分

　
　
　
　
　
　
　
〜
11
時
50
分

　
▼
適
性
試
験
（
視
力
・
聴
力
・

　
　
運
動
能
力
）
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
〜
16
時
00
分

■
提
出
書
類

　
①
狩
猟
免
許
申
請
書
②
医
師

　
の
診
断
書
③
写
真
１
枚
④
住

　
民
票
又
は
運
転
免
許
証
の
コ

　
ピ
ー
⑤
切
手
を
貼
っ
た
返
信

　
用
封
筒

■
受
付
期
間�

　
５
月
11
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
　
５
月
29
日（
金
）

■
２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格

　
者
の
み
）

　
７
月
23
日（
木
）

　〈
対
馬
振
興
局
〉

��

■
対
象
者

　
狩
猟
免
許
の
有
効
期
間
が
平

　
成
21
年
９
月
14
日
で
満
了
と

　
な
る
方
。

■
実
施
日

　
７
月
22
日（
水
）

　〈
上
県
地
区
公
民
館
〉

　
７
月
24
日（
金
）

　〈
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
〉

■
時
間�

　
▼
受
　
　
付
　
９
時
10
分

　
　
　
　
　
　
　
〜
９
時
30
分

　
▼
講
　
　
習
　
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
〜
12
時
30
分

　
▼
適
性
検
査
（
視
力
・
聴
力
・

　
　
運
動
能
力
）
13
時
30
分
　

　
　
　
　
　
　
　
〜
17
時
00
分

■
提
出
書
類

　
①
狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
②

　
医
師
の
診
断
書
③
写
真
１
枚

　
④
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

　
筒

■
受
付
期
間

　
６
月
１
日（
月
）か
ら

　
７
月
８
日（
水
）ま
で

　
　【
会
場
が
上
県
地
区
公
民

　
　
館
の
場
合
】

　
７
月
10
日（
金
）ま
で

　
　【
会
場
が
対
馬
市
交
流
セ

　
　
ン
タ
ー
の
場
合
】

■
留
意
事
項

　
現
在
、網
・
わ
な
猟
免
状
所
持

　
者
で
更
新
を
希
望
す
る
方
は
、

　「
網
猟
免
許
」及
び
「
わ
な
猟

　
免
許
」
そ
れ
ぞ
れ
の
更
新
が

　
で
き
ま
す
。
両
方
更
新
さ
れ

　
る
場
合
、
２
種
類
分
の
手
数

　
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
が
退
職
（
失
業
）
さ
れ
る
と
、

市
町
村
の
役
場
で
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
行
い
、
月
額
１

万
４
千
６
６
０
円
（
平
成
21
年

度
の
金
額
）
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に

は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の

納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
、
前

年
度
に
お
い
て
退
職
（
失
業
）

し
た
方
は
、
特
例
免
除
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
通
常
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主
の
方
が
所
得
基

準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
特
例
免
除
で
は
、

審
査
の
対
象
と
な
る
申
請
者
本

人
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を

行
い
ま
す
。

　
特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
や
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書

の
写
し
を
添
付
し
て
、
住
所
地

の
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
届
け
に
は
必
ず
印
か
ん
が
必

要
で
す
）

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

長
崎
社
会
保
険
事
務
局
運
営
課

■
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所
国

　
民
年
金
課

☎
０
９
５
（
８
６
１
）
１
５
８
２

▼
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相

　
談
の
お
知
ら
せ

場
所
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー

日
時
　
６
月
10
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

　
　
　
６
月
11
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

　　　

○
退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

平
成
21
年
度�

 

狩
猟
免
許
試
験�

平
成
21
年
度�

 

狩
猟
者
適
性
検
査�

農
林
振
興
課
コ
ー
ナ
ー

農
林
振
興
課
コ
ー
ナ
ー�

農
林
振
興
課
コ
ー
ナ
ー�

年
金
コ
ー
ナ
ー�

【
問
い
合
わ
せ
】

　
対
馬
振
興
局
農
林
水
産
部
農

　
政
技
術
普
及
課
又
は

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
２
０
７

　
対
馬
猟
友
会
ま
で

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
０
９
３



�����

　
県
内
で
の
農
作
業
に
よ
る
死
亡
事
故
は
、

平
成
19
年
に
８
件
、
平
成
20
年
に
も
８
件
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
合
計
16
件
の
う
ち
、

10
件
が
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
横
転
に
よ
る
も
の

で
す
。機
械
の
安
全
装
備
等
の
充
分
な
点
検
・

整
備
と
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
農
繁

期
を
無
事
故
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！�

�

★
重
要
！
農
作
業
事
故
防
止
の
た
め
基
本
事

　
項
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。�

※
事
故
が
起
こ
っ
た
際
に
す
ぐ
対
処
で
き
る

　
よ
う
機
械
作
業
は
２
人
以
上
で
行
い
ま
し

　
ょ
う
。�

※
農
作
業
に
携
わ
る
人
全
員
が
機
械
の
安
全

　
な
停
止
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

※
機
械
使
用
毎
に
仕
業
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

　
う
。�

※
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
安
全
キ
ャ
ブ
や

　
フ
レ
ー
ム
等
安
全
装
備
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。�

※
乗
用
機
械
の
運
転
時
は
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
シ

　
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。�

����

●
あ
じ
さ
い
祭�

　
「
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
」
周
辺
の
満
開
の
あ

じ
さ
い
を
観
賞
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
ま
せ
ん
か
？�

■
日
時
　
平
成
21
年
６
月
14
日（
日
）�

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら�

■
場
所
　
上
県
町
佐
護�

　
　
　
　
湊
浜
シ
ー
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ�

●
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会�

　
韓
国
を
眺
め
な
が
ら
千
俵
蒔
山
エ
リ
ア
の

大
空
を
フ
ラ
イ
ト
し
て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

■
日
時
　
平
成
21
年
６
月
13
日（
土
）・
　
　

　
　
　
　
14
日（
日
）　
午
前
９
時
30
分
か
ら�

■
場
所
　
上
県
町
佐
護�

　
　
　
　
湊
浜
シ
ー
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ�

�

■
問
い
合
わ
せ�

　
対
馬
市
上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�

　
対
馬
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
大
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
会
事
務
局�

　
☎
０
９
２
０（
８
４
）２
３
１
２�

������

転
ば
ぬ
先
の
人
づ
く
り
〜
お
助
け
隊
募
集
〜�

　
お
年
寄
り
に
対
し
足
腰
を
強
く
し
て
い
た

だ
き
、
転
ば
な
い
・
骨
折
し
な
い
体
づ
く
り

の
た
め
寝
た
き
り
予
防
の
運
動
を
す
す
め
て

い
く
う
え
で
、
皆
さ
ん
に
も
体
操
を
習
得
し

て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
と
一
緒
に
多
く
の
お

年
寄
り
に
広
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
で
す
。�

■
日
時
　
平
成
21
年
６
月
17
日（
木
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
７
月
未
定
日�

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時（
全
４
回
）�

■
会
場
　
対
馬
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
　
　（
美
津
島
町

知
乙
１
１
６
８
‐
１
）�

　
　
　
　
　
　（
担
当
）
保
健
師
　
阿
比
留�

■
問
い
合
わ
せ�

　
対
馬
市
福
祉
保
健
部
健
康
保
健
課�

　
〒
８
１
７
‐
１
２
９
２�

　
対
馬
市
豊
玉
町
仁
位
３
８
０
番
地�

　
☎
０
９
２
０（
５
８
）１
１
１
６�

　
℻
０
９
２
０（
５
８
）２
７
５
５�

��

　
平
成
21
年
１
月
に
対
馬
市
の
健
康
づ
く
り

指
針
「
健
康
つ
し
ま
21
計
画
〜
み
ん
な
ス
マ

イ
ル
元
気
の
わ
〜
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
健
康
づ
く
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
族

や
仲
間
の
健
康
に
も
関
心
を
も
っ
て
一
人
で

も
多
く
の
市
民
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
健
康
つ
し
ま
21
推

進
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
意
欲
を
お
持
ち
の
方

な
ら
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。�

■
役
割�

　
・
健
康
イ
ベ
ン
ト
の
企
画�

　
・
健
康
イ
ベ
ン
ト
や
健
康
劇
な
ど
へ
の
ス

　
　
タ
ッ
フ
と
し
て
の
参
加�

　
・
健
康
情
報
や
健
診
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動�

　
・
健
診
の
事
前
準
備
や
当
日
の
お
手
伝
い�

　
・
会
議
や
研
修
会
へ
の
参
加�

　
そ
れ
ぞ
れ
で
で
き
る
範
囲
で
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。�

■
任
期
　
平
成
21
年
６
月
１
日�

　
　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
３
月
31
日�

■
交
通
費
等�

　
会
議
及
び
研
修
会
に
か
か
る
交
通
費
、
活

動
に
か
か
る
費
用
は
支
給
し
ま
す
。�

142009. 5

f
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あ
じ
さ
い
祭
・
パ
ラ
グ
ラ
イ�

デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会
開
催
の�

ご
案
内�

平
成
21
年
５
月
11
日
〜
６
月
12
日�

春
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間�

お
知
ら
せ�

▼
▼
▼
対
馬
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、募
集
な
ど
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
、掲
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）�

平
成
21
年
度 

介
護
予
防
事
業�

転
倒
予
防
教
室
サ
ポ
ー
タ
ー�

養
成
講
座�

募
　
集�

健
康
つ
し
ま
21
推
進
員
募
集�



■
応
募
及
び
問
い
合
わ
せ�

　
対
馬
市
福
祉
保
健
部
　
健
康
保
健
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
８
）１
１
１
６�

　
　
（
担
当
）
阿
比
留
正
博
・
須
川�

���

　
市
民
健
診
な
ど
保
健
事
業
を
行
う
と
き
や

産
休
な
ど
で
保
健
師
・
栄
養
士
の
数
が
足
り

な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
昔
は
看

護
師
を
し
て
い
て
、
今
は
主
婦
を
し
て
お
ら

れ
る
よ
う
な
方
」
な
ど
左
記
の
免
許
を
お
持

ち
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
人
材
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
時
間
の
都
合
が
つ
く
と
き
に
保

健
活
動
時
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
雇
い
で
は
あ
り

ま
す
が
報
酬
と
交
通
費
は
お
支
払
い
い
た
し

ま
す
。
詳
し
く
は
健
康
保
健
課
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。�

■
登
録
免
許
種
類�

　
保
健
師
免
許
、
看
護
師
免
許
、
准
看
護
師

　
免
許
、
栄
養
士
免
許
、
歯
科
衛
生
士
免
許�

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
対
馬
市
福
祉
保
健
部
　
健
康
保
健
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
８
）１
１
１
６�

���

　
韓
国
語
初
心
者
の
方
を
対
象
に
韓
国
語
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
申
し

込
み
の
際
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

■
対
象
　
韓
国
語
初
心
者
の
方�

■
日
時�

　
６
月
16
日（
火
）〜
10
月
27
日（
火
）（
20
回
）�

　（
朝
の
部
）火
曜
日
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

　（
夜
の
部
）火
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

■
場
所
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

■
料
金
　
テ
キ
ス
ト
を
新
た
に
購
入
す
る
方

　
　
　
　
は
２
１
０
０
円�

■
定
員
　
50
名�

■
講
師
　
対
馬
市
国
際
交
流
員
　

順
禮
先
生�

■
申
込
先�

　
観
光
物
産
推
進
本
部
　
上
対
馬
事
務
所�

　
☎
０
９
２
０（
８
６
）４
８
３
９�

　【
締
切
】６
月
６
日（
月
）午
後
５
時
ま
で�

����

　
４
人
制
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
通
常
の
ボ

ー
ル
よ
り
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
い
ま
す
。�

ま
た
、
コ
ー
ト
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト

を
使
う
の
で
初
心
者
の
方
で
も
手
軽
に
楽
し

め
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。�

■
日
時
　
６
月
28
日（
日
）９
時
50
分
開
会
式�

　
　
　
　
　
（
９
時
30
分
か
ら
監
督
会
議
）�

■
場
所
　
対
馬
市
厳
原
体
育
館�

■
主
催
　
対
馬
市
教
育
委
員
会�

　
　
　
　
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

■
参
加
対
象�

　（
女
子
の
部
）一
般
女
性
（
学
生
を
除
く
）�

　（
男
子
の
部
）一
般
男
性
（
学
生
を
除
く
）�

■
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
　
５
０
０
円�

■
表
彰
　
１
位
〜
３
位
　
参
加
賞�

■
申
込
方
法�

　
厳
原
体
育
館
及
び
各
地
区
公
民
館
に
お
い

　
て
あ
る
申
込
用
紙
に
て�

　
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
永
留
）�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

　
℻
０
９
２
０（
５
２
）０
３
３
３�

　【
締
切
】６
月
22
日（
月
）　
17
時
30
分
ま
で�

������

■
日
時�

　
６
月
６
日（
土
）　
９
時
30
分
受
付
〜
17
時�

　
６
月
７
日（
日
）　
９
時
30
分
〜
17
時�

■
場
所�

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー（
３
階
第
３
会
議
室
）�

　
厳
原
町
今
屋
敷
６
６
１
‐
３�

■
申
し
込
み
　
５
月
11
日
〜
５
月
27
日
ま
で

　
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
住
所
、
指
名
、
電
話
番
号
、
受

　
験
す
る
免
許
の
種
別
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。�

■
受
講
料
　
１
０
０
０
０
円（
当
日
会
場
で
徴
収
）�

※
注
　
教
材
に
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
東

　
京
よ
り
取
り
寄
せ
と
な
る
た
め
、
申
込
期

　
限
以
降
の
受
講
申
込
み
者
に
は
、
テ
キ
ス

　
ト
の
配
布
が
で
き
ま
せ
ん
。�

■
問
い
合
わ
せ�

　
対
馬
猟
友
会
事
務
局�

　
対
馬
市
厳
原
町
桟
原
４
８
‐
１
１
　�

　
☎
・
℻
０
９
２
０（
５
２
）１
０
９
３�

�����

■
公
募
期
間�

　
５
月
20
日（
水
）〜
６
月
30
日（
火
）�

■
対
象
と
な
る
活
動�

○
森
林
・
林
業
に
関
す
る
研
修
会
、植
樹
や
森
林

　
整
備
に
関
す
る
活
動
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど�

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
、
森

　
林
セ
ラ
ピ
ー
、
森
林
の
見
学
会
、
新
た
な

　
森
林
づ
く
り
の
普
及
・
啓
発
な
ど�

○
緑
の
少
年
団
の
育
成
・
活
動
支
援
、
森
林

　
体
験
活
動
支
援
、
学
校
林
整
備
な
ど�

○
森
林
環
境
学
習
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
る
木

　
製
品
の
導
入
な
ど�

○
特
徴
的
な
樹
木
の
保
全
、
里
山
林
の
整
備
、

　
地
域
植
樹
祭
な
ど�

○
海
を
育
む
森
林
の
保
全
活
動
、
漁
民
の
森

　
活
動
な
ど�

○
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
地
域
活
動
支

　
援
、
環
境
に
配
慮
し
た
森
林
経
営
へ
の
支

　
援
な
ど�

○
バ
イ
オ
マ
ス
等
多
様
な
森
林
づ
く
り
の
た

　
め
の
試
験
研
究
な
ど�

■
補
助
額
　
20
万
円
以
上
２
０
０
万
円
以
内�

■
問
い
合
わ
せ�

　
農
林
振
興
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

　
対
馬
振
興
局
　
林
業
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
１
８�

15 広報つしま

た
の
し
い
韓
国
語
講
座�

受
講
生
募
集（
初
級
）�

保
健
事
業
の
た
め
の�

有
資
格
者
登
録
の
お
願
い�

狩
猟
免
許
試
験
受
験
の
た
め�

の
狩
猟
講
習
会
開
催
日
程�

募
集
・
試
験�

平
成
21
年
度�

な
が
さ
き
県
民
参
加
の
森
林�

（
も
り
）づ
く
り
事
業
の
公
募�

受
付
に
つ
い
て（
二
次
募
集
）�

第
32
回�

対
馬
市
厳
原
ソ
フ
ト
バ
レ
ー�

ボ
ー
ル
大
会�

チ
ョ
ス
ン
レ�
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美
津
島
町
管
内

豊
玉
町
管
内

峰
町
管
内

上
県
町
管
内

上
対
馬
町
管
内

厳
原
町
管
内

区長会議を開催
181名へ委嘱状を交付

　平成21年度区長会議が4月23日、24日、27日の3日間、市
役所本庁及び各地域活性化センターで開かれ、新しく就任した
市内181名の行政区長へ市長から委嘱状が交付されました。�
　行政と地域の皆さんを結ぶパイプ役としてこれから１年間ご
活躍いただく各地区の新区長を紹介いたします。　（敬称略）�

��

　
地
区
名�

曲�

小

浦

�

南

室

�

阿

須

�

桟

原

�

宮

谷

�
日

吉

�
天

道

茂
�

中

村
�

今

屋

敷

�

田

渕

�

大

手

橋

�

国

分

�

久

田

道

�

久
田
道
西
里�

久

田

�

白

子

�

堀

田

�

尾

浦

�

安

神

�

久

和

�

内

院

�

内

山

�

桃

木

�

豆
酘
上
町�

豆
酘
中
町�

豆
酘
浜
町�

浅

藻

�

豆

酘

瀬

�

佐

須

瀬

�

阿

連

�

小

茂

田

�

小
茂
田
浜�

下

原

�

樫

根

�

床

谷

�

上

山

�

日

掛

�

椎

根

浜

�

椎

根

�

上

槻

�

久
根
田
舎�

久

根

浜

�

��

焼

松

�

上
の
町
第
１�

上
の
町
第
２�

中

の

町

�

日

向

�

本

町

�

住

吉

�

日

の

出

�

宮

の

下

�

瀬
原
第
１�

瀬
原
第
２�

樽

ヶ

浜
�

大

浜
�

高

浜

�

西

高

浜

�

根

緒

�

洲

藻

�

箕

形

�

吹

崎

�

加

志

�

今

里

�

尾

崎

�

昼

ヶ

浦

�

黒

瀬

�

竹

敷

�

島

山

�

浦

崎

�

中

浜

�

大
船
越
本
町�

平

瀬

原

�

久

須

保

�

女

護

島

�

緒

方

�

犬

吠

�

玉

調

�

大

山

�

小

船

越

�

芦

浦

�

賀

谷

�

濃

部

�

赤

島

�

鴨
居
瀬
住
吉�

元
鴨
居
瀬�

新
鴨
居
瀬�

長

手

�

細
浦
飛
渡�

��

仁

位

�

佐

志

賀

�

嵯

峨

�

貝

鮒

�

糸

瀬

�

和

板

�

横

浦

�

塩

浜

�

見

世

浦

�

鑓

川

�

千

尋

藻

�

曽�
位

之

端

�
卯

麦
�

佐

保

�

貝

口

�

東

加

藤

�

水

崎

�

加

志

々

�

唐

洲

�

廻�

志

多

浦

�

大

綱

�

小

綱

�

銘�田�

��

三

根

上

�

三

根

下

�

三

根

浜

�

津

柳

�

青

海

�

木

坂

�

狩

尾

�

賀

佐

�

吉

田

�

櫛�

佐

賀

�

志

多

賀

�

志

越

�

��

松

ヶ

崎

�

浜

町

�

土

井

奈

�

本

元

町

�

上

町

�

下

町

�

太

鼓

町

�

三

軒

屋

�

大

地

�

西

津

屋

�

深

山

�

恵

古

�

仁
田
ノ
内�

井

口

�

友

谷

�

湊�

中

山

�

瀬

田

一

�

瀬

田

二

�

樫

滝

�

飼

所

�

越

ノ

坂

�

犬

ヶ

浦

�

御

園

�

越

高

�

伊

奈

�

志

多

留

�

田

ノ

浜

�

鹿

見

�

久

原

�

女

連

�

��

河

内

�

大

浦

�

鰐

浦

�

豊�泉�

西

泊

�

古

里

�

比

田

勝

�

網

代

�

冨

浦

�

津

和

�

唐

舟

志

�

浜

久

須

�

玖

須

�

大

増

�

舟

志

�

五

根

緒

�

茂

木

�

琴�

芦

見

�

一

重

�

小

鹿

�

　

名

　

前

　

梅

野

泰

二

有

村

一

實

白

水

志

芳

大

浦

武

彦

阿
比
留
　
信
　
圭

内

山

宗

雄

一

宮

明

博

梅

野

正

博

大

庭

敏

義

大
　
木
　
賢
太
郎

納

富

勝

男

春

田

　

章

岩

佐

　

正

庄

司

政

行

平

尾

　

敬

小

島

敏

昭

山

代

博

康

河

本

　

昇

平

間

和

博

横

松

善

一

川

上

嘉

文

佐
々
木
　
幸
　
利

内

山

吉

人

永

留

政

孝

太

田

康

裕

川

邊

　

繁

松

本

善

雄

角
　
屋
　
都
喜
夫

倉

成

正

秀

a

松

茂

人

播

磨

俊

彦

根

〆

千

二

谷

本

松

廣

齋

藤

清

榮

一

宮

武

光

石

原

英

樹

内

山

和

則

吉

野

政

仁

平

川

広

幸

桐

谷

　

勉

勝

山

　

源

三

山

敏

茂

齋

藤

善

一

日

高

貞

光

泉

　

弘

幸

勝

見

芳

光

永

留

信

幸

阿
比
留
　
勝
　
義

西

山

誠

二

畑

島

実

生

和

田

幸

盛

神

宮

孝

昌

中

島

孝

欣

中

庭

忠

治

松

村

善

彦

山

元

秀

美

阿
比
留
　
正
　
男

小

田

義

梅

野

利

保

吉

野

　

敏

神

宮

雄

二

阿
比
留
　
初
　
美

井
　
　
　
日
出
朔

西

山

義

典

中

尾

壽

慶

栗

屋

弘

美

藤

島

　

強

八

畑

新

充

小

田

仁

志

築

城

富

雄

松

村

　

務

冨

山

　

勇

小

島

芳

一

小

島

初

実

黒

岩

晃

智

川
　
h
　
辰
日
出

小

島

　

力

田

中

利

実

大

山

順

市

松

井

文

男

立

花

　

猛

藤

田

俊

彦

犬

束

勝

則

岡

山

若

嗣

末

永

　

勝

築

城

人

小

島

末

続

平

山

親

志

岡

野

憲

一

阿
比
留
　
啓
　
記

日

高

宏

文

佐

伯

武

美

阿
比
留
　
啓
　
次

長

郷

義

昭

吉
田
　
　
　
栄

齋

藤

正

一

横

浩

文

西

本

利

昭

長

郷

照

美

原

田

虎

男

梅

野

文

也

小

川

則

夫

阿
比
留
　
満
　
之

阿
比
留
　
清
　
満

國

分

道

夫

川

口

正

夫

藤

川

俊

徳

米

田

博

文

松

村

俊

弘

阿
比
留
　
　
　
定

平

山

英

治

平

山

俊

二

安

野

昌

秀

川
　
上
　
　
　
壽

波
　
田
　
裕
一
郎

武

田

利

實

早

田

正

和

小

島

菊

雄

早

田

初

實

阿
比
留
　
冨
士
雄

島

屋

哲

男

渡

邊

健

二

多

田

栄

次

中

村

幹

男

須

川

節

雄

山
　
城
　
　
　
惠

山

根

延

生

岡

野

利

雄

梅

野

政

美

武

田

國

枝

大

谷

展

久

畑
　
島
　
由
美
子

神

宮

信

竹

小
茂
田
　
秀
　
信

広

田

晴

久

山

本

弘

美

正

木

陽

市

阿
比
留
　
国
　
夫

瀧

本

庫

雄

山

田

　

伸

内

山

友

太

田

代

忠

孝

下

田

剛

正

小

宮

利

治

神

宮

正

芳

小

宮

聖

司

小

宮

伸

之

小

宮

健

児

小

宮

義

久

高

野

幸

司

三

槻

文

博

藤

谷

秀

則

本

多

正

春

長

尾

荘

一

谷

永

義

憲

乙

成

貞

俊

扇

　

武

二

須

川

　

恵

荒

木

義

登

大

浦

政

保

糸

瀬

明

徳

竹

内

臣

信

武

末

豊

満

梅

野

和

良

修

行

友

一

平

間

幸

輝

能

登

　

康

坂

本

博

通

瀬

崎

幹

宣

武

末

秀

幸

西

原

浩

勝

庄

司

良

一

玖

須

　

格

比
田
勝
　
康
　
彦

古

藤

　

定

糸

瀬

利

彦

岩

武

輝

信

米

田

一

三

相

庭

茂

樹

平

間

雅

哲

糸

瀬

　

傳
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平
成
５
年
11
月
よ
り
５
期
に
渡

り
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
気
楽
に
相
談
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
常
に
心
が
け
た
。
と
い

う
西
山
さ
ん
。

　
長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　

　
平
成
21
年
４
月
１
日
付
け
で
対

馬
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
就
任
さ

れ
た
松
村
さ
ん
で
す
。
人
権
意
識

の
向
上
の
為
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

保
健
師
と
し
て
豊
玉
で
働
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。市
民
の
皆
さ
ん
と
深
く
係
わ
り

な
が
ら
た
く
さ
ん
話
し
な
が
ら
保
健
師
と

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す�

二宮　 悠 22才�

に の み や　　 　はるか� 福祉保健部�
健康保健課（保健師）�

対
馬
に
帰
っ
て
来
る
の
は
十
数
年
ぶ
り
で

対
馬
に
帰
っ
て
来
る
の
は
十
数
年
ぶ
り
で
、

私
が
住
ん
で
い
た
時
よ
り
も
随
分
さ
び
れ

私
が
住
ん
で
い
た
時
よ
り
も
随
分
さ
び
れ

た
な
ぁ
と
い
う
の
が
印
象
で
す
。

た
な
ぁ
と
い
う
の
が
印
象
で
す
。こ
れ
か

こ
れ
か

ら
対
馬
市
の
職
員
と
し
て
、

ら
対
馬
市
の
職
員
と
し
て
、ど
う
に
か
し

ど
う
に
か
し

て
こ
の
対
馬
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

て
こ
の
対
馬
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。一
所
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す

一
所
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。�

安重 武志 28才�

あんじゅう　 たけ   し� 総務企画部�
地域振興課�

韓
国
の
大
学
に
留
学
し
て
、日
本
と
韓
国

の
文
化
の
違
い
な
ど
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
こ
れ
か
ら
の
対
馬
と
韓
国
、ま
た

日
本
と
韓
国
の
交
流
な
ど
に
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。�

草葉 俊彦 25才�

くさ　ば　　と し ひ こ� 観光物産�
推進本部�原　 陽佑 19才�

はら　　　　ようすけ�

対
馬
の
市
民
の
皆
様
の
た
め
に
、一
生
懸

命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。部
活
は
バ

ス
ケ
を
や
っ
て
い
た
の
で
、そ
の
部
活
時

代
に
鍛
え
た
根
性
と
体
力
で
、精
一
杯
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。�

福祉保健部�
北福祉保健センター�

松原 勇矢 19才�

ま つ ば ら　ゆ う  や�

対
馬
高
校
卒
業
後
、す
ぐ
に
就
職
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。若
輩
者
で
す
が
、少
し

目
を
つ
ぶ
っ
て
く
だ
さ
い
。が
た
い
が
大

き
い
の
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。�

美津島地域活性化センター�
住民生活課� 波多野 健一 24才�

は　た　の　　け ん い ち� 福祉保健部�
福祉課�

対
馬
を
離
れ
て
学
ん
だ
こ
と
を
、

対
馬
を
離
れ
て
学
ん
だ
こ
と
を
、今
ま
で

今
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
方
に
貢
献
で
き
る

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
方
に
貢
献
で
き
る

様
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

様
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。対
馬
市
職

対
馬
市
職

員
と
し
て
当
た
り
前
の
事
は
や
っ
た
上
で

員
と
し
て
当
た
り
前
の
事
は
や
っ
た
上
で
、

自
分
の
個
性
を
生
か
し
て
し
っ
か
り
と
頑

自
分
の
個
性
を
生
か
し
て
し
っ
か
り
と
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。こ
の
自
然
豊
か

こ
の
自
然
豊
か

な
対
馬
で
皆
様
に
笑
顔
で
接
し
て
い
き
た

な
対
馬
で
皆
様
に
笑
顔
で
接
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す

い
と
思
い
ま
す
。�

川上 喜也 21才�

か わ か み　よ し   や�

水道局水道課�

中
学
生
の
頃
か
ら
夢
だ
っ
た
市
役
所
に
就

中
学
生
の
頃
か
ら
夢
だ
っ
た
市
役
所
に
就

職
す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
嬉
し
く
思
い

職
す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

ま
す
。卒
業
後
、

卒
業
後
、自
衛
隊
員
と
し
て
２
年
間

自
衛
隊
員
と
し
て
２
年
間

就
職
し
て
い
た
の
で
、

就
職
し
て
い
た
の
で
、自
衛
隊
で
鍛
え
た

自
衛
隊
で
鍛
え
た

体
力
で
市
役
所
で
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

体
力
で
市
役
所
で
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
で
す
。�

神宮 大司朗 22才�

し ん  ぐ　　だ い じ ろ う� 総務企画部�
管財課�

昨
年
ま
で
大
学
生
で
、

昨
年
ま
で
大
学
生
で
、経
済
学
部
地
域
政

経
済
学
部
地
域
政

策
学
科
に
所
属
し
、

策
学
科
に
所
属
し
、地
域
の
抱
え
る
問
題
や

地
域
の
抱
え
る
問
題
や
、

問
題
解
決
の
た
め
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た

問
題
解
決
の
た
め
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
力
を
生
か
し
、

そ
の
力
を
生
か
し
、市
民
の
た
め
、

市
民
の
た
め
、市
の
た

市
の
た

め
に
力
に
な
れ
る
様
頑
張
り
ま
す

め
に
力
に
な
れ
る
様
頑
張
り
ま
す
。�

中
学
生
の
頃
か
ら
夢
だ
っ
た
市
役
所
に
就

職
す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。卒
業
後
、自
衛
隊
員
と
し
て
２
年
間

就
職
し
て
い
た
の
で
、自
衛
隊
で
鍛
え
た

体
力
で
市
役
所
で
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。�

昨
年
ま
で
大
学
生
で
、経
済
学
部
地
域
政

策
学
科
に
所
属
し
、地
域
の
抱
え
る
問
題
や
、

問
題
解
決
の
た
め
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
力
を
生
か
し
、市
民
の
た
め
、市
の
た

め
に
力
に
な
れ
る
様
頑
張
り
ま
す
。�
本年度、採用された
市の職員を紹介しま
す。よろしくお願い
します。�

新人
さ～ん

美津島町 知
松村頴幸さん�

人
権
擁
護
委
員
が�

　
　
変
わ
り
ま
す
。�

美津島町 知
西山悦子さん�

退任�就任�

対
馬
に
帰
っ
て
来
る
の
は
十
数
年
ぶ
り
で
、

私
が
住
ん
で
い
た
時
よ
り
も
随
分
さ
び
れ

た
な
ぁ
と
い
う
の
が
印
象
で
す
。こ
れ
か

ら
対
馬
市
の
職
員
と
し
て
、ど
う
に
か
し

て
こ
の
対
馬
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。一
所
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。�

対
馬
を
離
れ
て
学
ん
だ
こ
と
を
、今
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
方
に
貢
献
で
き
る

様
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。対
馬
市
職

員
と
し
て
当
た
り
前
の
事
は
や
っ
た
上
で
、

自
分
の
個
性
を
生
か
し
て
し
っ
か
り
と
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。こ
の
自
然
豊
か

な
対
馬
で
皆
様
に
笑
顔
で
接
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介

文
化
財
の
紹
介�

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介�

志
賀
窯
跡�

　
江
戸
時
代
、
対
馬
藩
は
朝
鮮
半
島

の
釜
山
に
倭
館
窯
（
釜
山
窯
）
と
呼

ば
れ
る
窯
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
こ

の
窯
で
作
っ
た
焼
き
物
は
茶
道
で
重

用
さ
れ
、
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
一

方
島
内
で
は
明
暦
３
年（
1
6
5
7
）

か
ら
窯
を
開
き
、
操
業
を
始
め
ま
し

た
。
島
内
の
窯
に
は
小
浦
皿
山
窯
、

久
田
窯
、
志
賀
窯
、
立
亀
窯
、
阿
須

窯
、
小
浦
窯
な
ど
が
あ
り
、
現
在
は

総
称
し
て
対
州
窯
と
言
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
窯
は
藩
が
直
接
操
業
し
た
り
、

個
人
が
藩
の
助
け
を
受
け
て
営
ん
で

い
ま
し
た
。

　
古
文
書
な
ど
で
名
前
が
知
ら
れ
て

い
る
窯
の
な
か
で
、
そ
の
場
所
が
は

っ
き
り
と
分
か
っ
て
い
る
も
の
は
少

な
く
、
志
賀
窯
と
立
亀
窯
の
二
つ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
二
つ
は
「
志

賀
窯
跡
」
「
立
亀
窯
跡
」
と
い
う
名

前
で
遺
跡
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
志
賀
窯
は
厳
原
港
を
東
に
望
む

久
田
道
の
志
賀
鼻
と
い
う
丘
陵
地
の

山
側
に
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
道
路
整
備
の
ほ
か
開
発
に
よ
っ
て

大
き
く
地
形
が
変
わ
り
、
今
は
窯
跡

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
志
賀
鼻
を
通
る
道
路
の
切
り
出

し
斜
面
な
ど
土
が
露
出
し
た
部
分
で

陶
磁
器
の
破
片
や
窯
道
具
な
ど
窯
に

関
連
す
る
遺
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
志
賀
窯
は
対
州
焼
の
拠
点
と
し
て

享
保
10
年
（
1
7
2
5
）
か
ら
断
続

的
に
100
年
以
上
に
渡
っ
て
営
ま
れ
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
焼
か
れ
た
志
賀
焼

は
国
内
だ
け
で
な
く
朝
鮮
に
も
輸
出

を
す
る
な
ど
な
か
な
か
の
人
気
商
品

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

　
☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

志賀鼻遠景�

志賀窯出土遺物�

　
４
月
５
日
、
峰
町
志
多
賀
地
区

に
、
多
く
の
地
区
住
民
が
参
加
し

対
馬
市
住
宅
防
火
モ
デ
ル
地
区
指

定
書
が
交
付
さ
れ
た
。

　
対
馬
市
消
防
本
部
が
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
の
減
少
を
目
指
し
、

住
民
の
防
火
意
識
並
び
に
自
主
的

な
防
火
対
策
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

住
宅
防
火
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指

定
し
た
も
の
で
、
対
馬
市
で
は
10

カ
所
目
、
峰
町
で
は
初
め
て
の
指

定
で
す
。

　
山
根
延
生
区
長
は
「
自
分
た
ち

の
生
活
圏
は
自
分
た
ち
で
守
り
、

火
災
を
出
し
ま
せ
ん
」
と
力
強
く

挨
拶
さ
れ
、
参
加
者
全
員
で
無
火

災
を
祈
念
し
「
火
の
用
心
」
を
三

唱
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
防
火
教
室
・
消
火
訓
練
、

住
宅
用
防
災
機
器
の
普
及
な
ど
重

点
的
に
行
う
予
定
で
す
。

志多賀を住宅防火モデル地区に

志賀鼻を通る道路（写真左の山手側に窯があったと考えられる）�

し
　
　
　
　
か
　
　
　
か
　
ま
　
　
あ
　
と

し

か

か
ま

し

か

か
ま

あ
と

た
て

が
み

か
ま

た
て

が
み

か
ま

あ
と
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【申請の方法】
①　まず「○世帯主（申請・受給者）欄」の記入です。
　世帯主の氏名、住所、連絡先電話番号を記入して印鑑を押してください。印鑑は、実印ではな
　く認印等で結構です。

②　次は【受取人口座記入欄】の記入です。
　世帯主名義の銀行、郵便局、農協、漁協等金融機関の口座番号、口座名義人を記入します。
　　世帯主以外の世帯員の口座に受給希望の場合は、その方の通帳の口座番号、口座名義人を記
　入します。
　　※世帯主の口座を記入された方は、ここで記入は終了です。

●　口座番号を世帯主以外の方の番号を記入した場合、代理申請の申請が必要です。その場合は
　【代理申請（受給）を行う場合】欄の記入をお願いします。
　　まず「代理人」の所に代理受給を受ける方のお名前と生年月日、住所をご記入の上、押印く
　ださい。
　　「世帯主氏名」には世帯主のお名前をご記入して押印します。
　　※苗字が同じでも世帯主と代理人の印鑑は違うものを押印ください。

【裏面への資料添付】
①　世帯主の本人確認資料です。
　運転免許証、顔写真付き住基カード、パスポート、身障者手帳、船舶免許などの顔写真付き証
　明書は、いずれかコピーしたものを１枚添付ください。
　　顔写真付きの証明が無い場合は、健康保険証、介護保険証、年金手帳、診察券、島民カード、
　通帳などいずれか２種類をコピーして添付ください。
　　※代理申請の場合は代理人の本人確認資料も添付してください。

②　次は口座確認資料です。
　通帳は表紙をめくり、口座名義人がカタカナ表示されているページをコピーして添付願います。
　　※水道引落口座、税金引落口座、児童手当口座など対馬市に登録された口座の場合は添付が
　　　不要です。

【その他留意点】
■　現金給付は、通帳を持っていない方だけが受給できます。通帳をお持ちの方は現金給付が出
　来ません。�
　また、窓口に来てその場で直ぐに支給できません。必ず申請をお願いします。申請後、対策本
　部から給付のお知らせを差し上げます。その通知を持って改めて窓口までお越しください。
■　単身世帯で2月1日以降に亡くなられた方は、お近くに身内の方がいらっしゃっても代理受給はできま
　せん。（総務省の法的見解）
■　添付資料のコピーは市役所、各地域活性化センター、各出張所で行っています。最寄りの場所で
　ご依頼ください。

　以上が申請書の記入方法です。ご記入できましたら返信用封筒に入れて送付するか、市役所、
最寄りの地域活性化センター、出張所の窓口で申請ください。

定額給付金の申請はお済みでしょうか？
　 対馬市の申請受付期間は平成21年3月23日～平成21年9月24日の6ヶ月間です。�
　　　　　　　　　　　　　　　 期限内に申請をお願いします。

定額給付金対策本部からのお知らせ�

【問い合わせ】�
　　対馬市定額給付金対策本部　〒817-8510　対馬市厳原町国分1441番地　対馬市役所１階
　　　　　　　　　　　　 　　 TEL：0920－53－6111　FAX：0920－53－6112
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　男性も自分で簡単な料理を作ってみましょう。
と男性料理教室を行いました。�
ほとんど作ったことがないという人もいましたが、
和んだ雰囲気の中でおいしくできあがりました。�

●材料：（2人分）�

ご飯………………400ｇ�
卵……………………2個�
ハム…………2枚（40ｇ）�
長ネギ……………1/4本�
レタス……………葉1枚�

�

生しいたけ…………2枚�
　　塩………小さじ1/3�
　　こしょう…… 適量�
　　しょうゆ…小さじ1�
ごま油…………大さじ1

●作り方�

1.卵は割りほぐし、ハムは2cm角に切る。長ネギ�
　は粗いみじん切りにし、レタスは5cmくらいの
　長さのざく切りにする。生しいたけは小さく切
　る。ご飯は温めておく。�
�
2.フライパンに油を熱し、卵を入れて強火で手早
　くかき混ぜ、半熟になったら、ご飯を加えて混
　ぜる。ねぎ・しいたけ、最後にハムとレタスを
　加えて炒め、Ａで調味する。�

【問い合わせ】�
福祉保健部健康保健課　☎0920-58-1116

男性料理教室開催!

A

さっと、作れてボリューム満点。�
わかめスープなどを組み合わせましょう。�

チャーハン�

｛�

★ 一人分栄養価 ★�
エネルギー：487キロカロリー�
たんぱく質：15.6ｇ�
食塩相当量：2.2ｇ　�
�
＝　チャーハン作りのポイント　＝�

ご飯に半熟の卵をよくからめると、�
ご飯がパラリと仕上がります。�
�

チャーハン�チャーハン�
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おはようございます。おはようございます。

激辛の代表的なブルタッ。注文する�
時に、辛さの調節もできます。私は�
いつも中辛！�

スジンの�

�
　韓国人は家では毎日シャワーをして、週一回くらい大
きい銭湯やチムジルバンに行って、あかすりをします。
身も心もすっきりする韓国のあかすり文化を是非、体験
してみてください。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　あかすりは、初めて体験される方にはすこし痛いかも
しれません。この言葉を覚えて、手加減をしてもらいま
しょう～！サービスで、顔のマッサージもしてくれます
ので、是非おすすめですよ～！あかすりをする時に、必
要な言葉は…�
�
�
�
�
�
�

�
　韓国では、「景気が悪くなると、辛いものが流行る」
という言葉があります。辛いものを食べながら、ストレ
スや鬱憤を発散しようとするからです。景気が低迷して
いるここ何年間も激辛の食べ物がいくつも流行るように
なりました。韓国ならではの激辛の食べ物にチャレンジ
してみましょう～！その時に必要な言葉は…�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　人なつこい韓国人は、知らない人にもすぐ話しかけ、
友達になります。韓国に行かれる時には、是非韓国人の
友達を作って見ましょう～！！その時、必要な言葉は…�

休憩室：テレビや映画、インター�
　　　　ネットもできます。�

サウナ部屋：温度別に部屋が10個�
　　　　　　くらいあります。�

★最後に私のお薦めの食べ物をご紹介します。�

←ボッサム
　豚肉を蒸して、スライスしたもの。
様々な野菜に包んで食べます。油っぽ
くないので、とてもヘルシーで、おい
しいですよ。�

←ホットク
　屋台の人気の一品。中には甘い、シ
ナモン味のあんこが、外側には、クル
ミ、ひまわりの種、松の実がついてい
て、とてもおいしいです。�

●チムジルバン…サウナ及び温泉の施設。休憩室・映画上映�
　室・インターネットルーム・食堂などがありますので、休�
　日は一日中ゆっくりできます。�

日本語�

韓国語�

Good MorningGood Morning英 語�

国際交流員�成　修眞�
ソ ン　　　ン　　　 ス ジ ンス ジ ン �

（観光物産推進本部）�
国際交流員�成　修眞�

ソ ン　　　 ス ジ ン �

（観光物産推進本部）�

　韓国を旅行する時、普段韓国人がよく行く所にも足を運び、韓国人がよく食べ
るもの（流行っている物）を食べてみるのも、旅行をもっと楽しいものにし、韓
国をよりよく理解するための近道になるのではないかと思います。先月に引き続
き、今月も韓国旅行に必要な言葉を皆さんにご紹介したいと思います。先月より
は、レベルアップしたもので、すこし難しいかもしれませんが、旅行に行かれる
際には、是非是非覚えてくださいね～！�

気持ちいいです�

やさしくしてください�

アパヨ�

メールアドレスを�
教えてください�

対馬に遊びにきて�
ください�

対馬からきました�
ツシマエソ  ワッソヨ�

メイル  チュソ  カルチョ  チュセヨ�

ツシマエ  ノルロ  オセヨ�

辛いです�

ちょっと水をください�

ムル  チョム  チュセヨ�

メウォヨ�

痛いです�

キブン  チョアヨ�

サルサル  へ  チュセヨ�
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安全運転で、事故のない対馬を目指しましょう!!

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�
交通事故情報（平成21年中）� ４月30日現在�

本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�

11�
0�
0�
0�
15�
3

1�
‐3�
0�

‐2�
1�

‐8

12�
‐3�
0�

‐2�
16�
‐5

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

ピロリ菌�

首のグリグリ�

話し始めるのが遅い子ども�

はやり目～流行性結膜炎～�

寝たきり老人の歯の衛生�

人工妊娠中絶�

６ 月 の テ ー マ �

月�

火�

水�

木�

金�

土� 日�

24時間電話で健康をお届けします�

診療時間は９時～12時です。�
（※急患の方のみ）�

★６/７（日）�
畑 島 医 院（ 知）　畑島　陽�

★６/14（日）�
佐 賀 診 療 所（佐賀）　武林幸子�

★６/21（日）�
吉田内科医院（厳原）　吉田茂幸�

★６/28（日）�
かも整形外科医院（厳原）　賀茂和典�

市長の動き�市長の動き�
〈４月〉

異動辞令交付式・部長会議�
�
かたらんね市長室�
�
病気入院�
�
わが町元気創出支援事業公開審査�

１日

２日

６～22日

29日

（
敬
称
略
）�

（
３
月
21
日
〜
４
月
20
日
受
付
分
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際�

　
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方�

　
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

鰐
　
浦
　
浦
崎
　
好
子
　
74
歳

　
泉
　
　
城
崎
　
正
作
　
81
歳

比
田
勝
　
原
　
　
和
彦
　
56
歳

冨
　
浦
　
佐
伯
　

惠
　
95
歳

舟
　
志
　
木
村
　
　
昭
　
82
歳

一
　
重
　
大
岡
　
月
子
　
78
歳

一
　
重
　
神
田
　
重
壽
　
84
歳

土
井
奈
　
早
田
イ
チ
子
　
76
歳

鹿
　
見
　
須
川
　
春
子
　
83
歳

女
　
連
　
荒
木
　
敏
幸
　
74
歳

三
根
上
　
永
留
　
ヨ
シ
　
97
歳

三
根
上
　
松
村
シ
ゲ
子
　
82
歳

三
根
浜
　
日

二
三
子
　
83
歳

津
　
柳
　
森
田
　
雪
野
　
87
歳

佐
　
賀
　
阿
比
留
ミ
ド
リ
　
77
歳

志
多
賀
　
古
藤
　
忠
男
　
78
歳

志
多
賀
　
長
野
ノ
リ
子
　
74
歳

　
銘
　
　
川
上
　
　
昭
　
76
歳

桟
　
原
　
陶
山
ツ
ヤ
子
　
77
歳

田
　
渕
　
村
瀬
　
義
和
　
59
歳

久
　
田
　
勝
山
　
　
実
　
60
歳

内
　
山
　
木
和
田
春
枝
　
88
歳

豆
　
酘
　
阿
比
留
ソ
メ
　
85
歳

椎
　
根
　
桐
谷
　
藤
一
　
94
歳

久
根
浜
　
豊
後
夘
太
郎
　
74
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み�

TEL 095（826）5511

水イカ（アオリイカ）産卵場での�
釣りを自粛してください。�
　磯焼けのため水イカの産卵場であるカジメや藻などの藻場が減少
しています。このまま放置すると水イカが減少しますので、各漁業
集落等では特定の海中に水イカの産卵場所を造り、産卵を促してい
ます。親イカが柴に卵を産み付けることから「柴付」と呼んでいま
すが、その柴付けに集まる水イカをターゲットに釣りをする遊漁者
がいます。�
　水イカ資源の保護・増殖を目的に、漁業者等が努力していますので、
柴付の看板等が表示してある場所では、水イカ釣りの自粛をお願い
します。�

【問い合わせ】対馬市役所 水産振興課　☎0920（53）6111

【問い合わせ】対馬海上保安部  ☎0920（52）0118

大切な命！自分で守る�
～ライフジャケットはあなたの命を守ります～�

　海に出るとき、磯場で釣りを�
するときは、ラジオを持って出�
かけましょう。�

自己救命策３つの基本�

気象海象・津波等の情報を入手する手段と�
して、ラジオ放送の聴取が有効です�

日曜・休日救急医療�
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TEL 0920‐52‐1910

☆予約制となります。★内科医の紹介により診療予約となります。�
◎特別診療のうち、長崎大学、国立病院長崎医療センター応援につきましては、空路欠航等により診療を中止する�
　事がありますので、事前に確認下さいますようお願いします。�

TEL 0920‐54‐2024

※１．☆印の診療科は診療科（内科）よりの予約患者様のみの診療を行っております。�
※２．透析診療については、月曜日～土曜日までの午前中に診療しますので、お問い合わせください。�
※３．予約制で事業所健診・社会保険生活習慣病予防検診も行っています。�

血　液　内　科�

☆ 神 経 内 科�

☆ 循 環 器 科�

脳 神 経 外 科�

皮　　膚　　科�

★糖尿病外来�

思 春 期 外 来�

（長崎医療センター）�

（森　正孝）�

（守崎勝悟）�

（長崎医療センター）�

（中対馬病院）�

（川上眞寿弘）�

（長崎立精神医療センター）�

（長崎医療センター）�

第２（火）�

第４（水）�

毎週（水）�
午後�

第２（金）�

第1・2・3�
（水）�

第1・3（水）�

毎週（水）�

第３（土）�

8:30̃15:00

8:30̃11:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃11:00

8:30̃11:00

8:30̃11:00

13:00̃受付患者様終了まで�

13:00̃受付患者様終了まで�

13:00̃受付患者様終了まで�

13:00̃受付患者様終了まで�

9:00̃受付患者様終了まで�

9:00̃受付患者様終了まで�

9:00̃受付患者様終了まで�

9:00̃受付患者様終了まで�

９�

24

3・10・17・24

12

３・10・17

３・17

３・10・17・24

20

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間� 診 療 時 間 �

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受 付 時 間 �

8：30～11：00

8：30～11：00（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

9：00～�

8：30～11：00

8：30～11：00

毎週（火）�

毎週（水）�

第３（金）�

毎週（月・木）�

第３（火）�

第１（火）�

第１（木・金）�

予約にて受付けています�

２・９・16・23・30�

３・10・17・24

16

２�

１・４・８・11・15・18�
22・25・29

19

４・５�
＊木曜日は予約のみ�

耳 鼻 咽 喉 科�

眼　　　　　科�

☆ 神 経 内 科�

補 聴 器 外 来�

内　　視　　鏡�

泌　尿　器　科�

（対馬いづはら病院）�

（市立大村市民病院）�

（長 崎 大 学 病 院）�

（対馬いづはら病院）�

（福 岡 大 学 病 院）�
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��������������　
以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
「
対
馬
四
国
八
十

八
ヶ
所
」
の
一
番
札
所
と
し
て
豆
酘
の
金
剛

院
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
豆
酘
に
は
他
に
も

見
所
が
あ
り
ま
す
。
赤
米
の
神
事
で
有
名
な

多
久
頭
魂
神
社
、
亀
卜
（
亀
の
甲
を
一
定
の

作
法
で
焼
き
、
生
じ
た
ひ
び
割
れ
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
占
い
）
が
行
わ
れ
る
サ
ン
ゾ
ー
ロ

ー
祭
、
美
女
の
悲
し
い
伝
説
で
知
ら
れ
る
美

女
塚
、
樫
（
か
し
）
ぼ
の
遺
跡
、
対
馬
最
南

端
の
豆
酘
崎
な
ど
、
こ
こ
で
は
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど

沢
山
の
見
所
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
樫
ぼ
の
遺
跡
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

　
樫
ぼ
の
遺
跡
は
正
式
に
は「
豆
酘
寺
門
樫
ぼ
の
遺
跡
」

と
い
い
、
江
戸
時
代
以
前
に
利
用
さ
れ
て
い
た
樫
の
実

の
貯
蔵
庫
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
稲
作
に
向
か
な

い
対
馬
で
樫
の
実
を
常
食
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
神
田
川
の
支
流
、
権
現
川
の
流
れ
に
そ
っ
て

円
形
、
長
方
形
の
穴
を
掘
り
、
周
辺
を
石
で
囲
み
、
穴

の
中
の
水
は
常
に
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
水
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
樫
の
実
の
ア
ク

抜
き
が
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
樫
の
実
が
当

時
の
人
々
の
重
要
な
食
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
樫
ぼ
の
遺
跡
は
平
成
元
年
に

発
見
さ
れ
、
平
成
８
年
に
は
県
の
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
「
に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
た
豆
酘
の

魅
力
は
至
る
所
に
ま
だ
ま
だ
隠
れ
て
い
ま
す
。
家
族
や

友
人
と
一
緒
に
足
を
運
び
新
し
い
発
見
を
探
索
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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須川ひまりちゃんちゃん�

大庭啓太くんくん� 石丸勇輝くんくん�

播磨拓海くんくん�

坂上拓翔くんくん�

須川ひまりちゃん� 豊後拓也くんくん�豊後拓也くん�

大庭啓太くん� 石丸勇輝くん�

播磨拓海くん�

坂上拓翔くん�

※写真・原稿の提出期限は、お誕生月の前月20日までとなっています。先着順です�
　ので、お早めにご応募ください。（例：６月生まれの場合５月20日締め切り）�

５がつ�生まれ�

たくや�

たくと�

たくみ�

けいた�

一宮旭希くんくん�

5/6 生まれ（2才）�
上県町�

内山慧南ちゃんちゃん�内山慧南ちゃん�
えなん�

パパ・ママ・お姉
ちゃんより

5/30 生まれ（1才）�
厳原町�

5/16 生まれ（9才）�
厳原町�

5/7 生まれ（1才）�
厳原町�

5/28 生まれ（6才）�
厳原町�

5/2 生まれ（6才）�
厳原町�

5/5 生まれ（6才）�
厳原町�

5/18 生まれ（4才）�
美津島町�

5/18 生まれ（4才）�
美津島町�

一宮旭希くん�
あさひ�

根〆菜々子ちゃんちゃん�根〆菜々子ちゃん�
な　な　こ�

5/7 生まれ（6才）�
厳原町�

「
広
報
つ
し
ま
」
の
表
紙
の
写
真
・
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
・
そ
の
他
取
材
依
頼�

等
募
集
し
て
い
ま
す
。�

問
い
合
わ
せ
は
、�

【
広
報
業
務
受
託
業
者
】
合
資
会
社

厳
原
印
刷
所
（
対
馬
市
厳
原
町
日
吉
３
０
１
）�
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上
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ん
撮
影�

今
月
の
表
紙
…�

（
上
対
馬
町
鰐
浦
の
ひ
と
つ
ば
た
ご
）�


